




伊良原・帆柱渓谷のシャクナゲ
清流の郷　帆柱　蛇渕キャンプ場
ほたるの里公園夏

春
仲哀公園の桜
千女房桜
八景山自然公園の桜
本庄池の桜
花菖蒲公園
馬落し渓谷のフジ 祓

川
の
清
流
に
、

四
季
の
花
に

心
も
洗
わ
れ
て

秋
鐙畑の棚田
伊良原ダム　紅葉
長寿の里公園　紅葉
野峠九州自然歩道
崎山のひまわり

冬
雪の障子ヶ岳　初日の出
冬の蛇渕の滝
豊前国分寺跡公園　三重塔　雪景色

仲哀公園の桜と町内の眺望

蛇渕の滝

崎山のひまわり

雪の障子ヶ岳

上伊良原の紅葉
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生立八幡神社山笠（５月）
「犀川神事」とも呼ばれ、京都平野でも指折りのお祭りとして知
られます。起源は生立八幡宮が創建された養老7（723）年のこ
ろからとされ、8基の山笠が御神輿に随行して神社前の馬場を
移動します。山笠をギシギシと軋ませて担ぎあげる姿は「力の
奉納」と呼ぶに相応しい勇壮な祭りです。

林酒造蔵開き　新酒まつり
京築地域で唯一の造り酒屋である「林龍平酒造場」は、創業天保８（１
８３７）年と長きに渡り、その風土・気候を生かした製法にこだわり、そ
の代表銘柄である「九州菊」は、町内のみならず、県内外まで親しまれ
ています。毎年３月初旬には蔵開きが行われ、多くの来場者がその年
の新酒の味わいを楽しんでいます。

みやこ町産業祭（よってこ犀祭 in みやこ）
11月中旬、犀川支所前にて開催されています。例年40程度の出店が
ならび、また体育館ではフリーマーケットが開かれています。

みやこ町夏まつり・花火大会
８月中旬、サン・グレートみやこ前にて開催され、太鼓
の演奏、盆踊り等が披露されます。会場には露店が並
び、夜には花火大会があります。

みやこ町愛郷音楽祭
みやこ町出身の音楽家里見義と高橋信夫の功績を称え、平成
９年から始まりました。
音楽祭では、第一線で活躍している東京藝術大学OBによる演
奏や町民参加の合唱、神楽オペラなどの趣向を凝らしたステー
ジを楽しむことができます。

感
動  

み
や
こ 

四
季
折
々
の
ま
つ
り
・

6月

７月

８月

▶ 花しょうぶまつり

▶ 吉原古城生誕祭（犀川内垣）
▶ 犀川駅前ビアガーデン

▶ 夏まつり・花火大会

３月
４月

4・５月
５月

▶ 林酒造蔵開き　新酒まつり
▶ 大原八幡神社「獅子舞」
▶ さわやかマラソン大会
▶ 千女房桜祭り・千本桜街道まつり
▶ たけのこ祭
▶ 神楽奉納
▶ 胸の観音　春季大祭
▶ 生立八幡宮神幸祭
▶ ホタル観賞の夕べ

9月

10月

11月

▶ スポーツフェスタIN みやこ

▶ 陸上競技大会（白川力記念）
▶ 太鼓フェスタ in みやこ
▶ おらが町に来て見てギャラリー（犀川全域）
▶ 崎山ひまわり祭
▶ 伊良とぴあ祭
▶ 円座餅つき（犀川木井馬場）

▶ 産業祭（よってこ犀祭 in みやこ）

▶ 愛郷音楽祭

▶ 成人式
▶ 消防出初式

▶ 豊前国分寺三重塔まつり

12月

１月

２月
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　地
域
の
人
が
差
し
伸
べ
る
た
く
さ
ん
の
温
か
い

「
手
」。だ
か
ら
、「
み
や
こ
」で
育
て
た
い…

。

　子
育
て
支
援
は
、子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。町
で
は
、妊
婦
健
診
の
助
成
は
も
ち

ろ
ん
、保
健
師
や
助
産
師
に
よ
る
訪
問
や
相
談
の
開

催
に
よ
っ
て
妊
娠
中
か
ら
心
身
を
整
え
る
支
援
を
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
る
保
護

者
へ
の
支
援
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
が
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、町
内
に
３
つ
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
な
か
よ
し
キ
ッ
ズ・バ
ン
ビ
ー
ノ・ぴ
よ
ぴ
よ
キ
ッ
ズ
）

で
は
、子
育
て
中
の
親
子
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
遊

び
場
や
、子
育
て
交
流
を
通
し
て
悩
み
を
相
談
す
る

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
を
生
み
育
て
、安

心
し
て
働
け
る
よ
う
な
子
育
て
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。 安

心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境

小中一貫教育校「みやこ伊良原学園」
　みやこ伊良原学園は、県営伊良原ダムの建設に伴い、平成28年に新校舎
を建設し、移転開校しました。学園は９年間の継続性を生かした小中一貫教
育で、小学校の高学年では中学校教師による専科授業も一部の教科で行っ
たり、中学生の授業では小学校教師が入り複数での指導を行ったりしていま
す。ほとんどの学校行事を小中合同で行ったり、合同で給食を食べたりするな
ど、小学校と中学校の壁をなくして小中学生が仲良く学校生活を送っていま
す。なお、校舎の設計は世界的建築家の安藤忠雄さんの手によるものです。

放課後児童クラブ
　町には5つの児童クラブと特学児童クラブがあ
ります。放課後児童クラブでは、親が仕事等で昼
間家庭にいない小学生を預かり、家庭との連携を
図りつつ、遊びや生活を支援することを通して子
どもたちの自主性、社会性、創造性を培うなど、児
童の健全育成を図っています。

　４
人
の
子
育
て
に
奮
闘
す
る
田
村
宏
哉
さ
ん
、理
美
さ
ん
ご
夫

妻
。子
育
て
環
境
の
整
っ
た「
み
や
こ
町
の
良
さ
を
実
感
し
て
い

る
」と
い
い
ま
す
。

　理
美
さ
ん
は
、

「
結
婚
後
に
夫
の
住
む
み
や
こ
町
に
移
り
ま
し
た
。実
家
は
行
橋

市
で
す
が
、み
や
こ
町
は
の
ど
か
で
、人
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
で
す
。こ
こ
勝
山
黒
田
地
区
は
ご
年
配
の
方
も

多
い
と
こ
ろ
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
も
生
ま
れ
て
交
流
も
広
が

り
、皆
さ
ん
が
温
か
く
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。」　宏

哉
さ
ん
も
、

「
子
育
て
支
援
制
度
も
充
実
し
て
い
て
、安
心
し
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

と
話
し
ま
す
。

　認
定
こ
ど
も
園
太
陽
の
森
に
３
人
の
お
子
さ
ん
を
預
け
て
い

る
理
美
さ
ん
は
、同
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
と
の

「
輪
」も
広
が
って
い
ま
す
。

「
育
児
の
悩
み
や
仕
事
と
の
両
立
な
ど
多
く
の
問
題
を
話
し
合

え
る
仲
間
が
い
る
こ
と
は
心
強
い
で
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
は

最
近
病
気
を
す
る
こ
と
も
な
く
、元
気
に
通
っ
て
く
れ
て
い
ま
す

の
で
、私
も
朝
か
ら
仕
事
や
子
育
て
に
と
、充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。」

　み
や
こ
町
の
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
は
子
育
て
家
族
に

と
って
家
計
の
強
い
味
方
で
す
。

「
町
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
3
歳
以
下
は
無
料
で
、上
の

子
ど
も
た
ち
も
自
己
負
担
は
月
に
６
０
０
円
。ま
た
、対
象
が
中

学
生
か
ら
高
校
生
世
代
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
は
４
人
の
子
ど
も

を
持
つ
母
親
に
と
って
は
医
療
費
の
面
で
は
と
て
も
助
か
って

い
ま
す
。ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
掛
か
る
費
用

の
自
己
負
担
が
１
０
０
０
円
ほ
ど
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
家

計
を
助
け
て
い
ま
す
。」

　小
学
６
年
生
に
な
る
長
男
義
樹
く
ん
は
、お
風
呂
掃
除
や

弟
、妹
の
世
話
な
ど
、理
美
さ
ん
を
助
け
て
い
ま
す
。

「
義
樹
の
日
常
を
見
て
い
て
、成
長
を
感
じ
ま
す
。朝
は
食
事

の
準
備
に
、保
育
所
送
り
、小
学
校
見
送
り
と
結
構
バ
タ
バ

タ
し
て
い
ま
す
。３
人
の
子
を
太
陽
の
森
に
預
け
て
か
ら
出

勤
。４
時
に
は
退
社
し
て
長
男
の
習
い
事
の
付
き
添
い
、そ
の

後
は
子
ど
も
た
ち
の
お
迎
え
を
済
ま
せ
て
、買
い
物
な
ど
の

用
事
を
終
え
て
、夜
の
食
事
づ
く
り
。夫
が
子
ど
も
た
ち
を

お
風
呂
に
入
れ
て
く
れ
る
の
は
大
助
か
り
で
す
。」

と
理
美
さ
ん
。日
々
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
が
４
人
の

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
い
声
が
田
村
夫
妻
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

「
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
は

子
育
て
家
族
に
と
っ
て
家
計
の
強
い
味
方
」

悠心くん（５） 理美さん 陽翔くん（３） 楓愛ちゃん（１）
宏哉さん

義樹くん(11）
ゆうしん はる と ふう あ よし き

み
や
こ
町
の「
宝
」  

そ
れ
は
な
ん
と
言
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
。

子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
育
つ
町
。そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、

ま
ち
を
支
え
、未
来
を
創
っ
て
い
く…
。

　

そ
れ
が「
み
や
こ
ス
タ
イ
ル
」の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

in
terview

01

田
村

　理美
さ
ん

インタビュー
動画は
こちらから

子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
笑
い
声
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
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こ
町
の
良
さ
を
実
感
し
て
い

る
」と
い
い
ま
す
。

　理
美
さ
ん
は
、
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結
婚
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や
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す
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感
じ
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と
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が
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く
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子
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子
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。
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。
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療
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。
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０
０
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０
０
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。」

　小
学
６
年
生
に
な
る
長
男
義
樹
く
ん
は
、お
風
呂
掃
除
や

弟
、妹
の
世
話
な
ど
、理
美
さ
ん
を
助
け
て
い
ま
す
。
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く
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お
風
呂
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入
れ
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く
れ
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助
か
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理
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さ
ん
。日
々
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間
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追
わ
れ
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毎
日
で
す
が
４
人
の

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
笑
い
声
が
田
村
夫
妻
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
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子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
は

子
育
て
家
族
に
と
っ
て
家
計
の
強
い
味
方
」

悠心くん（５） 理美さん 陽翔くん（３） 楓愛ちゃん（１）
宏哉さん

義樹くん(11）
ゆうしん はる と ふう あ よし き

み
や
こ
町
の「
宝
」  

そ
れ
は
な
ん
と
言
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
。

子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
育
つ
町
。そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、

ま
ち
を
支
え
、未
来
を
創
っ
て
い
く…
。

　

そ
れ
が「
み
や
こ
ス
タ
イ
ル
」の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

in
terview

01

田
村

　理美
さ
ん

インタビュー
動画は
こちらから

子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
笑
い
声
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
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田
内

　
志
直

ん
さ

インタビュー
動画は

　

田
内

　
志
直

ん
さ
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
、

活
力
あ
る
生
活
を
送
り
、一
人
ひ
と
り
が
尊
厳
を
維
持
し
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に
、

町
で
は
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　み
や
こ
町
の
総
人
口
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る一
方
で
、65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
年
々
増
加
し
右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て
い
ま
す
。町
で
は
介
護
予
防・重
度

化
予
防
や
高
齢
者
の
健
康
増
進
、社
会
参
加
の
促
進
と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、認
知
症
支
援
施
策
の
充
実
な
ど
、様
々
な
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　町
で
は
こ
れ
ま
で
、３
か
年
を
１
期
と
し
て「
高
齢
者
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業

計
画
」を
策
定
し
て
お
り
、平
成
30
年
度
か
ら
は
、第
７
期
を
迎
え
ま
す
。「
一
人
ひ

と
り
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
、自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
長
寿
の
ま
ち
」を
基
本
理

念
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
推
進

と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
各
種
施
策・事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　認知症はだれもがなりうる病気です。まずは他人事では
なく「自分のこと」として捉えることが大切です。
　そこで、みやこ町では、認知症について偏見を持つこと
なく正しく理解して、認知症の方や家族に対し温かい目で
見守る「応援者」を増やしていくことを目的に、認知症サ
ポーター養成講座を開催しています。
　現在、町内には、小中学生をはじめとする住民などが講
座を受け、3,000名を超える多くの皆さんがサポーターとし
て登録しています。

　オレンジカフェは、参加者
同士の自然な交流の中から、
認知症に対して偏見のない
地域づくりを目指して、定期開
催しています。
　運営や企画には、認知症
サポーター養成講座等を受
講した住民が「ほっとサポーター」としてボランティアで携わり、
参加者はアットホームな雰囲気のなか、自由に好きな時間を過
ごしています。参加料100円でコーヒーやお茶のおかわり自由で
す。また、カフェの一画では、専門職による介護相談や福祉用
具の展示も行っています。

　みやこ町は町域面積が広く、特に中山間地域において
は谷あいも深いため、日常の通勤や通院、買い物等には
自家用車での移動が必要不可欠となっています。
　その中で高齢者や障害をもつ方等、自動車の運転が
できない人たちの移動手段の確保が重要な課題となっ
ています。
　町では、新たな公共交通施策として、自宅から町内の病
院や公共・商業施設等へ利用できる「あいのりタクシー」
の運行を犀川・勝山地域で開始し、全町域を目途に、順
次拡大しています。

　高齢者の心身の衰えの要因に、外出回数の減少により体を
動かす機会が少なくなることが挙げられます。
　サロン☆パス事業は、サロンの参加実績に応じてポイントを付
与し、貯まったポイントを商品券等と交換することで、高齢者の
社会参画の拡充、拡大を図り、新たな仲間づくりや生きがい活
動の場として介護予防及び地域づくりを推進します。

　みやこ町老連スポーツ大会（みやこ町老人クラブ連合会主
催）は平成23年に第１回大会が開かれ、毎年10月に定期的
に開催されている高齢者を対象としたスポーツ大会です。町内
から200名を超える選手が11の競技に参加します。また、事
前に「血圧測定」を行い、安全な運営に取り組んでいます。

住民一人ひとりがお互いに助け合う活動を通じて、
心身ともに元気で、生きがいを持って暮らせる、
やさしいまちを目指します。

元気で、自分らしく！
長寿のまちを目指して

　豊津福祉センター「すどりの里」は、地域住民一人ひとり
の福祉と健康づくりの拠点として誕生しました。「ふれあいと
交流」「保健」「リハビリ」「ボランティア」の４つのテーマがひ
とつになっています。

みやこ町老連スポーツ大会

みやこ町豊津福祉センター　すどりの
里

オレンジカフェ（よっちょいで！みやこ
）

認知症サポーター養成講座

高齢者社会参加促進事業（サロン☆
パス事業）

公共交通（福祉）
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▶ 展示コーナー案内図

みやこ町歴史民俗博物館
みやこ町豊津1122-13　☎0930-33-4666
http://www.town.miyako.lg.jp

エリア3 みやこ町の土の中 エリア4 みやこ町の中世・近世・近代

エリア5 みやこ町の祈り・まつり・語り

エリア6 ちょっと昔の道具たち
エリア1 小宮豊隆記念展示室

エリア2 先人の殿堂

　　　　 みやこ町の土の中
古墳（橘塚古墳・綾塚古墳など）や、古代遺跡（豊前国
府・国分寺）など、みやこ町内の遺跡から出土した多
種・多彩な遺物の数々を展示しています。

エリア3

　　　　 先人の殿堂
岩垂邦彦（ＮＥＣ創業者）、堺利彦（日本社会主義運動の父）、鶴田知也（芥川賞作家）、
葉山嘉樹（プロレタリア作家）、吉田学軒（元号「昭和」創案者）、吉田健作（日本製麻業
の功労者）といった、みやこ町出身の先人を紹介しています。

エリア2

みやこ町の中世・近世・近代
町内各所に残る城館遺跡をはじめ、宇都宮
氏ゆかりの資料や「小笠原文庫」資料等を通
じ、みやこ町域の戦国末～明治までの歴史
を概観します。

エリア4

　　　　 小宮豊隆記念展示室
夏目漱石の小説「三四郎」のモデルとなった町出身のドイツ文
学者小宮豊隆の遺族から寄贈された数千冊の蔵書や資料は、
全国屈指の漱石コレクション。この展示室はそれらの資料を紹
介するもので、漱石からの手紙や書画のほか、友人であった芥
川龍之介のサイン入り初版本等貴重な資料が並びます。

エリア1

　　　　 みやこ町の祈り・まつり・語り
町内に残る豊かな自然の恵みを乞い願う「祈り・まつり・語り」の文化を、
大きく「サト」と「ヤマ」に分けて紹介しています。

エリア5

　　　　 ちょっと昔の道具たち
明治時代から昭和時代にかけ、みやこ町で実際に使われていた生活道具を展示。今
では探しても見つからない逸品も多数展示しています。

エリア6

　み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、郷
土
の
歴
史・民
俗

ゆ
か
り
の
資
料
や
、町
出
身
で
様
々
な
分
野
で
活
躍
し

た
先
人
た
ち
の
足
跡
な
ど
、み
や
こ
町
が
誇
る
文
化
遺

産
を
一堂
に
会
し
た
展
示・普
及
施
設
で
す
。

　平
成
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、京
築
地
域
で
は
唯
一
の

「
登
録
博
物
館
」と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、平

成
26・27
年
に
小
宮
豊
隆
記
念
展
示
室
の
新
設
等
を
目

的
に
大
規
模
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　新
た
に
改
装
さ
れ
た「
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物

館
」は
よ
り
一
層
、来
る
人
に
優
し
い
施
設
を
め
ざ
し

て
、車
椅
子
の
方
に
も
見
や
す
い
よ
う
に
、通
常
よ
り
展

示
ケ
ー
ス
を
低
く
設
置
し
た
り
、耳
の
不
自
由
な
方
も

楽
し
め
る
よ
う
に
映
像
資
料
に
字
幕
を
付
け
た
り
と

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、目
の
不
自
由
な
か
た
や
、外
国
か
ら
の
来
館
者

に
対
応
で
き
る
よ
う
、新
た
に
音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。日
本
語
、英
語
、中
国
語
、韓
国
語
の
4
か
国
語

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、ロ
ビ
ー
に
設
置
し
た
150
イ
ン
チ
の
巨
大
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
、史
跡・文
化
財
に
ま
つ
わ
る
20
種
類
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
放
映
し
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
昔
話
も
あ

り
、子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
展
示
に
な
って
い
ま
す
。

先
人
が
遺
し
た
想
い
を
ひ
と
つ
に

み
や
こ
町
に
は
豊
前
国
府・国
分
寺
跡
を
は
じ
め
と
す
る

数
多
く
の
史
跡
が
遺
さ
れ
る
ほ
か
、

「
小
笠
原
文
庫
」に
代
表
さ
れ
る
近
世・近
代
の

貴
重
な
文
書
資
料
や
、神
楽・山
笠・楽
打
等
の

豊
か
な
民
俗
芸
能・行
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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▶ 展示コーナー案内図

みやこ町歴史民俗博物館
みやこ町豊津1122-13　☎0930-33-4666
http://www.town.miyako.lg.jp

エリア3 みやこ町の土の中 エリア4 みやこ町の中世・近世・近代

エリア5 みやこ町の祈り・まつり・語り

エリア6 ちょっと昔の道具たち
エリア1 小宮豊隆記念展示室

エリア2 先人の殿堂

　　　　 みやこ町の土の中
古墳（橘塚古墳・綾塚古墳など）や、古代遺跡（豊前国
府・国分寺）など、みやこ町内の遺跡から出土した多
種・多彩な遺物の数々を展示しています。

エリア3

　　　　 先人の殿堂
岩垂邦彦（ＮＥＣ創業者）、堺利彦（日本社会主義運動の父）、鶴田知也（芥川賞作家）、
葉山嘉樹（プロレタリア作家）、吉田学軒（元号「昭和」創案者）、吉田健作（日本製麻業
の功労者）といった、みやこ町出身の先人を紹介しています。

エリア2

みやこ町の中世・近世・近代
町内各所に残る城館遺跡をはじめ、宇都宮
氏ゆかりの資料や「小笠原文庫」資料等を通
じ、みやこ町域の戦国末～明治までの歴史
を概観します。

エリア4

　　　　 小宮豊隆記念展示室
夏目漱石の小説「三四郎」のモデルとなった町出身のドイツ文
学者小宮豊隆の遺族から寄贈された数千冊の蔵書や資料は、
全国屈指の漱石コレクション。この展示室はそれらの資料を紹
介するもので、漱石からの手紙や書画のほか、友人であった芥
川龍之介のサイン入り初版本等貴重な資料が並びます。

エリア1

　　　　 みやこ町の祈り・まつり・語り
町内に残る豊かな自然の恵みを乞い願う「祈り・まつり・語り」の文化を、
大きく「サト」と「ヤマ」に分けて紹介しています。

エリア5

　　　　 ちょっと昔の道具たち
明治時代から昭和時代にかけ、みやこ町で実際に使われていた生活道具を展示。今
では探しても見つからない逸品も多数展示しています。

エリア6

　み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
は
、郷
土
の
歴
史・民
俗

ゆ
か
り
の
資
料
や
、町
出
身
で
様
々
な
分
野
で
活
躍
し

た
先
人
た
ち
の
足
跡
な
ど
、み
や
こ
町
が
誇
る
文
化
遺

産
を
一堂
に
会
し
た
展
示・普
及
施
設
で
す
。

　平
成
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、京
築
地
域
で
は
唯
一
の

「
登
録
博
物
館
」と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、平

成
26・27
年
に
小
宮
豊
隆
記
念
展
示
室
の
新
設
等
を
目

的
に
大
規
模
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　新
た
に
改
装
さ
れ
た「
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物

館
」は
よ
り
一
層
、来
る
人
に
優
し
い
施
設
を
め
ざ
し

て
、車
椅
子
の
方
に
も
見
や
す
い
よ
う
に
、通
常
よ
り
展

示
ケ
ー
ス
を
低
く
設
置
し
た
り
、耳
の
不
自
由
な
方
も

楽
し
め
る
よ
う
に
映
像
資
料
に
字
幕
を
付
け
た
り
と

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、目
の
不
自
由
な
か
た
や
、外
国
か
ら
の
来
館
者

に
対
応
で
き
る
よ
う
、新
た
に
音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。日
本
語
、英
語
、中
国
語
、韓
国
語
の
4
か
国
語

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、ロ
ビ
ー
に
設
置
し
た
150
イ
ン
チ
の
巨
大
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
、史
跡・文
化
財
に
ま
つ
わ
る
20
種
類
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
放
映
し
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
昔
話
も
あ

り
、子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
展
示
に
な
って
い
ま
す
。

先
人
が
遺
し
た
想
い
を
ひ
と
つ
に

み
や
こ
町
に
は
豊
前
国
府・国
分
寺
跡
を
は
じ
め
と
す
る

数
多
く
の
史
跡
が
遺
さ
れ
る
ほ
か
、

「
小
笠
原
文
庫
」に
代
表
さ
れ
る
近
世・近
代
の

貴
重
な
文
書
資
料
や
、神
楽・山
笠・楽
打
等
の

豊
か
な
民
俗
芸
能・行
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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原
始・古
代
か
ら
連
綿
と
人
々
の
営
み
が
続
い
て
き
た
み
や
こ
町
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
独
特
の
文

化
が
花
開
き
ま
し
た
。今
、そ
れ
ら
の
遺
産
を
目
に
す
る
と
き
、先
人
た
ち
の
知
恵
と
工
夫
と
努
力
、そ
し

て
信
仰
の
深
さ
に
感
嘆
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
は
、古
の「
み
や
こ
」を
物
語
る
町
の
貴
重
な
文
化
遺
産
の
う
ち
、ふ
る
さ
と
の
大
地
や
人
々
の
想

い
が
募
る
場
や
施
設
に
、今
に
そ
の「
か
た
ち
」を
留
め
る
遺
産
の一部
を
紹
介
し
ま
す
。

過
去
と
未
来
が
交
差
す
る

　
悠
久
の
と
き

文
化
遺
産
は
語
る

【
古
墳・遺
跡
】

　綾 

塚 

古 

墳

　
　
　

 

豊
前
地
方
を
代
表
す
る
横
穴
式
石
室（
国
指
定
文
化
財
）

　橘 

塚 

古 

墳

　
　
　

 

全
国
有
数
の
横
穴
式
石
室（
国
指
定
文
化
財
）

　庄
屋
塚
古
墳

　
　
　後
円
部
は
約
45ｍ
、前
方
部
は
最
大
幅
約
50ｍ
ほ
ど
あ
っ
た
と
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　扇
八
幡
古
墳

　
　
　照
葉
樹
林
に
眠
る
前
方
後
円
墳

　甲 

塚 

方 

墳

　
　
　

 

九
州
で
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
長
方
形
古
墳（
県
指
定
文
化
財
）

　彦
徳
甲
塚
古
墳

　
　６
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
円
墳
で
、現
在
は
史
跡
公
園
と
し
て

　
　
　
　

　
　
　
　
　整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　徳
永
川
ノ
上
遺
跡

　弥
生
前
期
後
期
〜
古
墳
時
代
初
頭
の
環
濠
集
落
跡
で
住
居
跡
や
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　蔵
穴
、墳
丘
墓
地
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

【
建 

造 

物
】

　豊
前
国
分
寺
跡（
国
指
定
文
化
財
）・豊
前
国
分
寺
三
重
塔（
県
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　豊
前
国
分
寺
は『
続
日
本
紀
』か
ら
、遅
く
と
も
天
平
勝
宝
８
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　西
暦
756
年
ま
で
に
は
、ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　い
ま
す
。ま
た
、三
重
塔
は
明
治
29
年（
１
８
９
６
）に
建
立
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　れ
た
も
の
で
す
。

　永
沼
家
住
宅・永
沼
家
住
宅
内
部（
国
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　入
母
屋
造
り
の
茅
葺
で
、平
面
が
長
方
形
の「
直
屋
」と
よ
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　る
構
造
と
な
って
お
り
、幅
約
20ｍ
、奥
行
き
約
11ｍ
の
大
き
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　が
あ
り
ま
す
。

　育
徳
館
の
黒
門

　
　小
笠
原
藩
の
藩
校「
育
徳
館
」の
校
門
が
黒
門
で
あ
り
、東
京
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　学
の
赤
門
に
対
し
て
、育
徳
館
は
黒
門
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　思
永
館・思
永
館
内
部（
県
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　現
在
の
育
徳
館
高
等
学
校
の
前
身
、旧
制
福
岡
県
立
豊
津
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　の
講
堂
と
し
て
、明
治
35
年(

１
９
０
２)

に
建
設
さ
れ
た
木
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　洋
風
建
築
物
で
、学
校
建
築
と
し
て
は
福
岡
県
内
最
古
の
も
の
で
す
。

【
彫
刻・絵
画
】

　木
造
阿
弥
陀
如
来
像（
峯
高
寺
）（
県
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　平
安
時
代
後
期(

藤
原
時
代)

の
作
で
す
が
、後
世
に
玉
眼
が
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ら
れ
ま
し
た
。

　木
造
僧
形
八
幡
神
坐
像（
生
立
八
幡
宮
）（
県
指
定
文
化
財
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　生
立
八
幡
宮
の
ご
神
体
と
し
て
500
年
近
く
本
殿
の
奥
に
鎮
座
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　て
い
ま
し
た
。

　木
造
菩
薩
形
立
像（
宝
積
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　像
高
71・３
cm
。丸
く
頬
の
は
っ
た
顔
を
も
ち
、細
く
し
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　腰
を
や
や
左
に
ひ
ね
って
立
つ
ス
マ
ー
ト
な
像
で
す
。

　絹
本
着
色
當
麻
曼
荼
羅
図（
曼
荼
羅
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　阿
弥
陀
如
来
を
中
心
と
す
る
極
楽
浄
土
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　思
胎
蔵
界
曼
荼
羅
図（
豊
前
国
分
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　戦
国
時
代
の
豊
前
国
分
寺
で
焼
失
を
免
れ
た一つ
と
さ
れ
る「
曼

　
　
　
　
　
　
　
　
　荼
羅
図
」。

【
史

　跡
】

　蔵
持
山
修
験
道
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　蔵
持
山
は
、「
英
彦
山
六
峰
」の一つ
に
数
え
ら
れ
る
豊
前
地
方
屈

　
　
　
　
　
　
　
　
　指
の
霊
山
で
、千
年
以
上
の
歴
史
を
ほ
こ
り
ま
す
。山
中
に
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　の
歴
史
に
ふ
さ
わ
し
い
数
々
の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　金
銅
十
一面
観
音
懸
仏

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　山
内
白
山
社
の
本
地
仏
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
遺
品
で
、宝
治
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　（１
２
４
７
）年
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　銅
製
鰐
口

　（宝
徳
元
年
銘
）（
永
享
八
年
銘
）（
無
銘
）３
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　宝
徳
元
年
銘
の
鰐
口（
仏
堂・神
殿
の
前
に
掛
け
、つ
る
し
た
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　で
打
ち
鳴
ら
す
音
具
）は
中
世
の
名
工・今
井
鋳
物
師
の
作

　銅
造
小
懸
仏

　
　
　十
一面
観
音
を
鋳
出
す
像
高
８
cm
ほ
ど
の
懸
仏（
銅
な
ど
の
円
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　に
仏
像・神
像
の
半
肉
彫
の
鋳
像
な
ど
を
付
け
た
も
の
）。鎌
倉
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　代
の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す

　蔵
持
山
旧
大
講
堂

　「祝
詞
殿
」と
呼
ば
れ
て
い
る
蔵
持
山
の
中
心
建
物
。

　宿

　坊

　
　
　
　
　最
盛
期
に
は
96
の
宿
坊
が
置
か
れ
、多
く
の
山
伏
が
修
行
に
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　み
ま
し
た
。

　菩
提
廃
寺
跡

　
　
　平
安
時
代
初
頭
の
創
建
と
推
定
さ
れ
る
寺
院
の
塔
の
礎
石
で
す
。

　菩
提
廃
寺
心
礎

　
　中
央
の
礎
石（
塔
心
礎
）は
九
州
で
唯
一の
出
ほ
ぞ
式
と
い
う
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　の
も
の
で
す
。

　菩
提
廃
寺
出
土
瓦

　出
土
し
た
法
隆
寺
系
忍
冬
唐
草
文
軒
平
瓦
は
九
州
で
は
宇
佐
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　を
中
心
に
出
土
し
て
お
り
、旧
豊
前
国
の
繋
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【
城
跡・墓
碑
】

　障
子
ケ
岳
城
跡

　
　障
子
ヶ
岳
の
山
頂
域
に
所
在
す
る
中
世
の
山
城
跡
で
す
。14
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　前
半
に
足
利
統
氏
が
築
城
し
、16
世
紀
後
半
に
黒
田
氏
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　て
廃
城
と
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
と
い
い
ま
す
。

　会
津
藩
士

　郡
正
長
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　豊
津
の
甲
塚
墓
地
に
、弱
冠
16
歳
で
数
奇
な
生
涯
を
閉
じ
た
斗
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　藩
士「
郡
長
正
」の
墓
が
あ
り
ま
す
。

史
跡

【
古
墳
・
遺
跡
・
霊
場
等
】

①
徳
永
川
ノ
上
遺
跡（
徳
永
）

弥
生
時
代
中
期
〜
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
墳
丘
墓
群
。古
代
の「
ク
ニ
」の
王
墓
と
み
ら
れ
て
い
る
。

②
彦
徳
甲
塚
古
墳（
彦
徳
）○

6
世
紀
後
半
頃
に
造
ら
れ
た
大
型
円
墳
。直
径
約
24ｍ・高
さ
7ｍ
ほ
ど
で
、二
重
の
周
溝
を
持
つ
。

③
扇
八
幡
古
墳（
勝
山
箕
田
）○

6
世
紀
前
半
頃
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
。全
長
58ｍ
で
、後
期
古
墳
の
特
徴
を
よ
く
留
め
る
。

④
庄
屋
塚
古
墳（
勝
山
黒
田
）●

6
世
紀
半
ば
頃
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
。現
存
長
81ｍ
で
、京
都
平
野
第
3
位
の
規
模
。

⑤
甲
塚
方
墳（
国
作
）●

6
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
九
州
最
大
級
の
方
墳
で
、京
都
平
野
を
代
表
す
る
首
長
墓
の
一
つ
。

⑥
綾
塚
古
墳（
勝
山
黒
田
）◎

7
世
紀
初
め
頃
に
造
ら
れ
た
直
径
約
40ｍ
の
円
墳
。全
長
19ｍ
に
及
ぶ
国
内
屈
指
の
巨
大
石
室
を
持
つ
。

⑦
橘
塚
古
墳（
勝
山
黒
田
）◎

6
世
紀
末
頃
に
造
ら
れ
た
39ｍ×

37ｍ
規
模
の
方
墳
。綾
塚
古
墳
に
次
ぐ
規
模
の
巨
大
石
室
が
あ
る
。

⑧
菩
提
廃
寺
跡（
勝
山
松
田
）○

8
世
紀
頃
に
造
ら
れ
た
古
代
山
林
寺
院
跡
。山
中
に
層
塔
や
金
堂
と
み
ら
れ
る
建
物
等
の
礎
石
が
残
る
。

⑨
蔵
持
山
修
験
道
遺
跡（
犀
川
上
高
屋
）●

10
世
紀
の
開
山
を
伝
え
る
修
験
道
の
霊
山
。山
中
に
行
場
や
宿
坊
跡・石
畳
道
等
が
残
る
。

【
城
跡
・
古
墓
】

⑩
御
所
ヶ
谷
神
籠
石（
勝
山
大
久
保
・
犀
川
木
山
）◎

７
世
紀
後
半
頃
に
築
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
古
代
山
城
跡
。御
所
ヶ
岳
山
頂
周
辺
を
土
塁
や
石
塁
が
囲
う
。

⑪
馬
ヶ
岳
城
跡（
犀
川
花
熊
）●

豊
前
地
方
北
部
に
お
け
る
代
表
的
拠
点
城
郭
遺
跡
。遺
構
と
と
も
に
関
係
史
料
や
伝
承
が
良
く
残
る
。

⑫
郡
長
正
の
墓（
豊
津
）

明
治
初
頭
、会
津
藩
再
興
の
た
め
育
徳
館
へ
留
学
し
、悲
運
の
死
を
遂
げ
た
少
年
藩
士
を
悼
む
墓
。

有
形
文
化
財

【
建
造
物
】

⑬
豊
前
国
分
寺
三
重
塔（
国
分
）○

明
治
29
年
竣
工
の
木
造
多
層
塔
で
総
高
23.

5ｍ
。宝
塔・層
塔
の
折
衷
建
築
と
さ
れ
る
。

⑭
永
沼
家
住
宅（
犀
川
帆
柱
）◎

天
保
12
年
竣
工
の
庄
屋
住
宅
。帆
柱
村
の
庄
屋
を
務
め
た
永
沼
氏
の
邸
宅
で
、詳
細
な
普
請
記
録
が
残
る
。

⑮
黒
門（
豊
津
）

小
倉
藩
再
起
の
拠
点
と
な
っ
た
藩
校
育
徳
館
の
校
門
と
伝
え
ら
れ
、そ
の
風
合
い
か
ら
黒
門
と
呼
ば
れ
る
。

⑯
思
永
館（
豊
津
）○

育
徳
館
の
後
進・県
立
豊
津
中
学
校
の
講
堂
と
し
て
、明
治
35
年
に
竣
工
し
た
木
造
洋
風
建
築
。

【
彫
刻
・
絵
画
】

⑰
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像（
豊
津﹇
峯
高
寺
﹈）○

峯
高
寺
の
本
尊
で
平
安
時
代
後
期
の
造
立
と
み
ら
れ
る
阿
弥
陀
像
。胎
内
に
明
徳
元
年
の
修
理
銘
が
残
る
。

⑱
木
造
僧
形
八
幡
神
坐
像（
犀
川
生
立﹇
生
立
八
幡
宮
﹈）○

応
永
元
年
の
胎
内
銘
を
持
つ
八
幡
神
像
。領
主・西
郷
高
頼
が
生
立
八
幡
宮
に
寄
進
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。

⑲
絹
本
着
色
當
麻
曼
荼
羅
図（
勝
山
大
久
保﹇
曼
荼
羅
寺
﹈）○

鎌
倉
時
代
に
製
作
さ
れ
た
曼
荼
羅
で
曼
荼
羅
寺
什
物
。切
金
や
群
青
な
ど
当
時
の
贅
が
尽
さ
れ
た
仏
画
。

【
工
芸
・
考
古
資
料
】

⑳
金
銅
十
一
面
観
音
懸
仏（
犀
川
上
高
屋﹇
蔵
持
山
神
社
﹈）○

宝
治
元
年
奉
納
の
金
銅
装
懸
仏
。蔵
持
権
現
社（
当
時
）摂
社・白
山
社
の
本
地
仏
で
、鏡
板
の
直
径
38㎝
。

　銅
製
鰐
口（
犀
川
上
高
屋﹇
蔵
持
山
神
社
﹈）○

蔵
持
権
現
社（
当
時
）に
奉
納
さ
れ
た
鋳
銅
製
鰐
口
。二
点
に
室
町
期（
宝
徳・永
享
）の
銘
が
残
る
。

　下
田
経
塚
出
土
品（
勝
山
松
田
／
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
寄
託
）●

12
世
紀
半
ば
頃
に
営
ま
れ
た
経
塚
か
ら
の
出
土
品
。経
筒
や
経
文・容
器(

壷
）か
ら
な
る
。

【
歴
史
資
料
】

　小
笠
原
文
庫（
豊
津﹇
育
徳
館
高
校
錦
陵
同
窓
会
﹈）○

旧
小
倉
藩
主・小
笠
原
家
に
伝
来
し
た
家
譜
や
藩
政
史
料
を
は
じ
め
と
す
る
七
千
点
余
の
古
記
録・資
料

群
。こ
の
う
ち
の
朝
鮮
通
信
使
易
地
聘
礼
記
録
は
ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」登
録
資
産
。

　小
宮
豊
隆
資
料（
豊
津﹇
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
﹈）●

夏
目
漱
石
の
門
人
で
ど
い
つ
文
学
者
の
小
宮
は
、み
や
こ
町
の
出
身
。漱
石
と
の
深
い
交
流
の
中
で
著
作
や
書

簡
等
膨
大
な
資
料
を
遺
し
、日
本
近
代
文
学
史
上
の
貴
重
な
資
料
と
な
って
い
る

※

注

　１
．こ
こ
で
は「
文
化
遺
産
」の
名
で「
指
定（
ま
た
は
登
録
）文
化
財
」を
中
心
に
歴
史
的
遺
産
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。ま
た
、本
来「
文
化
財
」に
は
天
然
記
念
物（
自
然
遺
産
）も
含
ま
れ
ま
す
が
、紙
面
の
都

合
上
割
愛
し
て
い
ま
す
。

な
お
、み
や
こ
町
の
指
定
・
登
録
文
化
財
は
全
部
で
53
件（
平
成
30
年
4
月
現
在
）あ
り
、そ
の
概
要
や
個
別
の
情
報
は「
み
や
こ
町
文
化
財
マ
ッ

プ
」や「
み
や
こ
町
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
．本
頁
で
紹
介
し
て
い
る
文
化
遺
産
の
う
ち
、指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
以
下
の
印
で
表
示
し
て
い
ま
す
。併
せ
て
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

◎
国
指
定
文
化
財

　
　
　○
福
岡
県
指
定
文
化
財

　
　
　●
み
や
こ
町
指
定
文
化
財

③

④

③

④

⑤

⑥

⑨

⑩

③

④

⑪

⑫

⑲

⑳

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

①

②

⑦

⑧

と
く
な
が
か
わ
の
う
え

け
ん
ど
く
か
ぶ
と
づ
か

お
う
ぎ
は
ち
ま
ん

し
ょ
う
や
づ
か

か
ぶ
と
づ
か

あ
や
つ
か

た
ち
ば
な
づ
か

ぼ
だ
い
は
い
じ

く
ら
も
ち
さ
ん
し
ゅ
げ
ん
ど
う

ご
し
ょ
が
た
に
こ
う
ご
い
し

う
ま
が
た
け

こ
お
り
な
が
ま
さ

ぶ
ぜ
ん
こ
く
ぶ
ん
じ
さ
ん
じ
ゅ
う
の
と
う

な
が
ぬ
ま
け

く
ろ
も
ん

し
え
い
か
ん

も
く
ぞ
う
あ
み
だ
に
ょ
ら
い

も
く
ぞ
う
そ
う
ぎ
ょ
う
は
ち
ま
ん
し
ん

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
た
い
ま
ま
ん
だ
ら

こ
ん
ど
う
じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん
か
け
ぼ
と
け

ど
う
せ
い
わ
に
ぐ
ち

し
も
だ
き
ょ
う
づ
か

お
が
さ
わ
ら
ぶ
ん
こ

こ
み
や
と
よ
た
か

2021 みやこ町町勢要覧2018



胸
の
観
音

　京
都
平
野
を
一
望
す
る
鹿
ケ
峰

中
腹
の
岩
窟
に
所
在
し
、そ
の
昔

小
松
ケ
池
に
棲
む
大
蛇
の
毒
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
長
者
の
娘
を
、

観
音
の
化
身
と
し
て
お
祀
り
し
た

こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。も
と
は「
峰
の
観
音
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
以
降
に

胸
の
病
に
ご
利
益
が
あ
る
観
音
様

で
あ
る
と
し
て「
胸
の
観
音
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

５
月（
第
２
土・日
曜
日
）に
は
春
季
大
祭
も
行
わ
れ
、大
勢
の
参
拝

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

豊
国
楽

（
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

　犀
川
下
伊
良
原
の
産
土
神
、高

木
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
華
麗
な

維
児
楽
で
す
。小
倉
祇
園
に
奉
納

さ
れ
て
い
た
田
町
楽
が
起
源
と
さ

れ
、そ
れ
が
生
立
八
幡
宮
へ
、さ
ら

に
文
久
2（
1
8
6
2
）年
に
下

伊
良
原
村（
当
時
）へ
と
譲
り
わ

た
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

黒
田
楽（
に
わ
と
り
楽
）

（
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

　勝
山
黒
田
地
区
の
産
土
神・黒

田
神
社
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
。豊

前
地
方
で「
楽
打（
が
く
う
ち
）」

と
よ
ば
れ
る
太
鼓
芸
能
の一
種
で
、

元
禄
年
間
以
降
三
百
年
以
上
も

の
間
、受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　打
手
が
鶏
の
尾
羽
根
を
挿
し
た

冠
物
を
つ
け
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
つ
り
を
彩
る

「
神
人
和
楽
」の

民
俗
芸
能

『豊前神楽（国指定重要無形民俗文化財）』
を護り伝えるみやこ町の神楽 み

や
こ
町
に
は
数
多
く
の
民
俗
芸
能
が
伝
わ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
神
楽
は
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、

町
内
で
は
、
昔
か
ら
多
く
の
神
楽
団
体
が
神
楽
を
舞
い
、

舞
人
た
ち
は
そ
の
技
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

舞
殿
か
ら
響
く
太
鼓
や
笛
の
音
は

昔
と
変
わ
ら
ず
に
、
心
の
中
に
響
い
て
き
ま
す
。

み
や
こ
町
の
神
楽
は
今
も
な
お
、

切
磋
琢
磨
を
続
け
、
そ
の
「
技
と
心
」
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
営
み
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

神
楽
は
神
々
へ
捧
げ
る
舞
。

そ
の
舞
い
ぶ
り
を
神
が
楽
し
み
、舞
人
が
楽
し
み
、見
る
人
が
楽
し
む
。

上高屋神楽▶

犀川上高屋地区の橘八幡神社
で奉納される神楽。発足は、大正
14年、蔵持神楽の当時の名人た
ちを招いて指導を受けたのが始
まりとされています。

◀上伊良原神楽
犀川上伊良原地区の産土神・高
木神社に伝わる神楽。明治29
年の創始で、当時の太鼓が今も
使用されています。犀川地区に
おける神楽の源流とされ、今も
その伝統を引き継いで舞われて
います。

◀横瀬神楽
大正14年、上伊良原神楽を伝
授して始まり、以来犀川木井馬
場地区の木井神社御旅所、犀川
横瀬地区の若宮八幡宮御旅所
を舞台に舞われ続けています。

▲光冨神楽
光冨地区の産土神・徳矢神社に伝わる神楽。明治37年
以前に赤幡神楽を伝受して始まったと伝えられていま
す。徳矢神社の拝殿を舞台に奉納するのが慣わしです。 鐙畑神楽▶

大正11年、犀川鐙畑地区の産土
神・大山祗神社の神輿新調を記
念して奉納されたことがはじまり
です。昭和55年、鐙畑小学校の
百周年記念行事で小学校児童に
舞わせたことで神楽講が復活し
ました。

そ
の
他
の
民
俗
芸
能
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胸
の
観
音

　京
都
平
野
を
一
望
す
る
鹿
ケ
峰

中
腹
の
岩
窟
に
所
在
し
、そ
の
昔

小
松
ケ
池
に
棲
む
大
蛇
の
毒
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
長
者
の
娘
を
、

観
音
の
化
身
と
し
て
お
祀
り
し
た

こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。も
と
は「
峰
の
観
音
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
以
降
に

胸
の
病
に
ご
利
益
が
あ
る
観
音
様

で
あ
る
と
し
て「
胸
の
観
音
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

５
月（
第
２
土・日
曜
日
）に
は
春
季
大
祭
も
行
わ
れ
、大
勢
の
参
拝

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

豊
国
楽

（
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

　犀
川
下
伊
良
原
の
産
土
神
、高

木
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
華
麗
な

維
児
楽
で
す
。小
倉
祇
園
に
奉
納

さ
れ
て
い
た
田
町
楽
が
起
源
と
さ

れ
、そ
れ
が
生
立
八
幡
宮
へ
、さ
ら

に
文
久
2（
1
8
6
2
）年
に
下

伊
良
原
村（
当
時
）へ
と
譲
り
わ

た
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

黒
田
楽（
に
わ
と
り
楽
）

（
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

　勝
山
黒
田
地
区
の
産
土
神・黒

田
神
社
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
。豊

前
地
方
で「
楽
打（
が
く
う
ち
）」

と
よ
ば
れ
る
太
鼓
芸
能
の一
種
で
、

元
禄
年
間
以
降
三
百
年
以
上
も

の
間
、受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　打
手
が
鶏
の
尾
羽
根
を
挿
し
た

冠
物
を
つ
け
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
つ
り
を
彩
る

「
神
人
和
楽
」の

民
俗
芸
能

『豊前神楽（国指定重要無形民俗文化財）』
を護り伝えるみやこ町の神楽 み

や
こ
町
に
は
数
多
く
の
民
俗
芸
能
が
伝
わ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
神
楽
は
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、

町
内
で
は
、
昔
か
ら
多
く
の
神
楽
団
体
が
神
楽
を
舞
い
、

舞
人
た
ち
は
そ
の
技
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

舞
殿
か
ら
響
く
太
鼓
や
笛
の
音
は

昔
と
変
わ
ら
ず
に
、
心
の
中
に
響
い
て
き
ま
す
。

み
や
こ
町
の
神
楽
は
今
も
な
お
、

切
磋
琢
磨
を
続
け
、
そ
の
「
技
と
心
」
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
営
み
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

神
楽
は
神
々
へ
捧
げ
る
舞
。

そ
の
舞
い
ぶ
り
を
神
が
楽
し
み
、舞
人
が
楽
し
み
、見
る
人
が
楽
し
む
。

上高屋神楽▶

犀川上高屋地区の橘八幡神社
で奉納される神楽。発足は、大正
14年、蔵持神楽の当時の名人た
ちを招いて指導を受けたのが始
まりとされています。

◀上伊良原神楽
犀川上伊良原地区の産土神・高
木神社に伝わる神楽。明治29
年の創始で、当時の太鼓が今も
使用されています。犀川地区に
おける神楽の源流とされ、今も
その伝統を引き継いで舞われて
います。

◀横瀬神楽
大正14年、上伊良原神楽を伝
授して始まり、以来犀川木井馬
場地区の木井神社御旅所、犀川
横瀬地区の若宮八幡宮御旅所
を舞台に舞われ続けています。

▲光冨神楽
光冨地区の産土神・徳矢神社に伝わる神楽。明治37年
以前に赤幡神楽を伝受して始まったと伝えられていま
す。徳矢神社の拝殿を舞台に奉納するのが慣わしです。 鐙畑神楽▶

大正11年、犀川鐙畑地区の産土
神・大山祗神社の神輿新調を記
念して奉納されたことがはじまり
です。昭和55年、鐙畑小学校の
百周年記念行事で小学校児童に
舞わせたことで神楽講が復活し
ました。

そ
の
他
の
民
俗
芸
能
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　伊良原ダムは犀川の伊良原地
区、祓川の中流域に建設された県
営ダムです。祓川は急流であるた
め、これまでに度々、決壊や氾濫、洪
水を起こし、家屋の流出や農地の浸水
などの被害を出してきました。一方で渇水によ
る水不足も深刻な問題となっていました。そのため、福岡県で
は地元地権者6団体と建設に関する基本協定書を締結し、洪
水調整や周辺の農業用水の確保、田川地区および北九州地
方への水道水を確保することを目的とした県営伊良原ダム（多
目的ダム）が建設されることとなりました。
　平成2年度に国が事業採択し、平成30年３月に完成しまし
た。重力式コンクリートダムで、ダム堤の高さ81.3m、長さ339m。
総貯水量は2,870万㎥で、福岡ヤフオクドーム16杯分の貯水量
を誇る県内で２番目の規模のダムになります。

ふるさとみやこ町が日本一元気な町になるために、東九州自動車道及び接続
する交通網の整備や県営伊良原ダム及び周辺整備事業が進められています。
みやこ町というキャンバスにあなたの未来を描いてみませんか。

今あるみやこ町の、その先を見つめて

ダム周辺には、ダム湖を望む展望台や散策路を備えた森林公園
やレストラン兼直売所がオープン。各所には四季折々で映える樹
木が目を引き、季節の移ろいが楽しめます。

県営伊良原ダム

01

　平成筑豊鉄道は、行橋市から直方市をつなぐ地域
に密着したローカル鉄道です。
　町内には崎山駅、犀川駅、東犀川三四郎駅、新豊
津駅の４つの駅があり、それぞれ通勤や通学、買物等
に利用され、地域の重要な交通拠点となっています。
　また、平成３１年３月から運行する観光列車は、地元
食材を使用したコース料理やスイーツを車内で堪能。
思い出に残る貴重な体験が出来ます。
　駅を拠点に様 な々イベントも開催しており、交通手段
としてだけでなく、町内観光の拠点としても活躍してい
ます。

平成筑豊鉄道

03

　東九州自動車道は北九州市を起点とし大分県、
宮崎県を経由し、鹿児島県鹿児島市に至る、延長約
500kmの高速道路です。みやこ豊津インターチェンジ（呰
見地区）は平成26年12月に供用を開始。これにより東九州自動車道のネット
ワークを活かした、人・モノの大量かつスピーディな移動が可能になりました。
インターチェンジ開設は、今後も町の活性化に大きな力を発揮していきます。

みやこ豊津 IC

02

動物のサイの形に似たユニークなデザインの駅舎。
2階のホールは様々なイベントにも対応できます。

ユータウン犀川（犀川駅） 整備されたダム周辺
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　健
康
づ
く
り
出
張
講
座
や
特
定
健
診
を
実
施

す
る
な
ど
住
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
、み
ん
な
で
支
え
合

う
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防・日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
構
築
す
る
こ
と
で
要

介
護
者・要
支
援
者
の
低
減
に
努
め
、介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
確
保
と
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　一方
、近
年
の
自
然
災
害
の
被
害
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
の
防
災・減
災
対
策
に
向
け
て
、消
防
や

救
急
体
制
の
充
実
を
図
り
、住
民
生
活
の
安
全・

安
心
を
確
保
し
ま
す
。

　ま
た
、す
べ
て
の
住
民
が
お
互
い
の
価
値
観・多

様
性
を
認
め
合
い
、そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
人

権
を
尊
重
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
民
誰
も
が
等
し
く
生
涯
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
や
、消
防
や
防
災・防
犯
体
制
の
充
実
を
図
り
、生
活
の
安
全・安
心
を
確
保
し
ま
す
。

元
気
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　み
や
こ
町
は
山
、川
、田
園
な
ど
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
で
す
。こ
の
美
し
い
自
然

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、住
民
と
行
政
が
と
も
に
協

力・連
携
し
、森
林
の
保
全
や
水
資
源
の
確
保
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　ま
た
、魅
力
あ
る
生
活
環
境
を
形
成
す
る
た

め
、国
道
等
の
幹
線
道
路
、生
活
道
路
の
整
備
、快

適
な
住
宅
環
境
づ
く
り
や
、安
全・強
靭・持
続
可

能
な
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
ま
す
。情
報

基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、無
料
Ｗ
ｉ
|

Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
の
整
備
を
拡
大
し
ま
す
。ま
た
、路
線
バ
ス

や
鉄
道
の
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、あ
い
の

り
タ
ク
シ
ー
等
の
運
行
に
よ
る
交
通
体
系
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、誰
も
が
暮
ら
し
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
生
活
環
境
を
形
成
し
ま
す
。

ま
た
、情
報
通
信
基
盤
の
活
用
や
公
共
交
通
の
充
実
を
図
り
生
活
の
利
便
性
向
上
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
、快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

Chapter 1

Chapter 2 わ
た
し
た
ち
が

未
来
を
創
り

人
と
自
然
が

輝
き
つ
づ
け
る

み
や
こ
町

ま
ち
づ
く
り
は
、行
政
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
と
自
然
が
輝
き
つ
づ
け
る
た
め
に
、住
民
を
は
じ
め
、

企
業
、Ｎ
Ｐ
О
等
の
組
織
、団
体
も
含
め
て
、お
互
い
に
連
携
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

健康体操伊良原ダム

老人クラブ黒田小田植え体験

出初式分別収集・リサイクル

み
や
こ
町
で
は
誰
も
が
誇
り
を
持
ち
、

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

「
日
本
一
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
に

「
第
２
次
み
や
こ
町
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を

『
わ
た
し
た
ち
が
未
来
を
創
り

　人
と
自
然
が
輝
き
つ
づ
け
る

　み
や
こ
町
』と
定
め
、

５
つ
の
基
本
目
標
と
２
つ
の
重
点
プ
ロ
ジェク
ト
を
設
定
し
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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、

企
業
、Ｎ
Ｐ
О
等
の
組
織
、団
体
も
含
め
て
、お
互
い
に
連
携
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

健康体操伊良原ダム

老人クラブ黒田小田植え体験

出初式分別収集・リサイクル

み
や
こ
町
で
は
誰
も
が
誇
り
を
持
ち
、

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

「
日
本
一
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
に

「
第
２
次
み
や
こ
町
総
合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を

『
わ
た
し
た
ち
が
未
来
を
創
り

　人
と
自
然
が
輝
き
つ
づ
け
る

　み
や
こ
町
』と
定
め
、

５
つ
の
基
本
目
標
と
２
つ
の
重
点
プ
ロ
ジェク
ト
を
設
定
し
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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　本町
で
は
、こ
れ
ま
で
住
民
に
よ
る
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、様
々
な
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
住
民
と
行
政
と

の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、積
極
的
な
行
政
情
報

の
公
開
や
住
民
の
行
政
へ
の
参
画
機
会
を
図
り
ま

す
。ま
た
、男
女
共
同
参
画
社
会
を
築
く
た
め
、推

進
月
間
を
定
め
、啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
、多
様
化
、高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
や
、広
域
的
な
連
携
に

よ
る
事
務
効
率
化
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、財
源

の
確
保
と
財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
ま
す
。

住
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
域
力
」の
向
上
を
図
り
、住
民
と
行
政
と
の
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、効
率
的
な
行
政
経
営
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

住
民
と
行
政
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り

　
国
道
2
0
1
号
・
4
9
6
号
は
と
も
に
、み
や
こ
町
の
主

要
道
路
で
す
。2
0
1
号
の
未
だ
に
路
線
決
定
さ
れ
て
い

な
い
み
や
こ
町
区
間
と
4
9
6
号
の
未
整
備
区
間
の
計
画

的
な
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、沿
線
の
産
業
ゾ
ー
ン
形
成
や
住
宅
開
発
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
組
織
や

人
材
の
育
成
・
活
用
な
ど
を
進
め
、住
民
参
加
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

み
ん
な
で
実
践
す
る

「
住
民
協
働
」ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

み
や
こ
町
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Project 1

み
や
こ
町
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Project 2　
「
み
や
こ
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

基
づ
き
、地
域
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
や
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま

す
。ま
た
、人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
、人
の
流
れ
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、安
全
・
安
心
な
く
ら
し
を
守
り
、

地
域
と
地
域
が
連
携
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、ま
ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
と
好
循
環
を
確

立
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、ま
ち
の
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

住
み
た
い
と
思
え
る

「
ま
ち
」と「
ひ
と
」と「
し
ご
と
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　農業
の
活
性
化
に
向
け
て
担
い
手
の
確
保・育

成
や
農
業
生
産
基
盤
、生
産
体
制
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。ま
た
、勝
山
ね
ぎ・柳
瀬
ご
ぼ
う・河
内

た
け
の
こ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、特
産
品
を

活
か
し
た
魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　東九
州
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り

町
の
産
業
拠
点
と
し
て
価
値
が
高
ま
り
、こ
れ
ま

で
以
上
に
自
動
車
部
品
関
連
の
製
造
業
の
進
出

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
や
歴
史
文
化
資
源
を
生
か
し

た
観
光
振
興
を
進
め
、伊
良
原・帆
柱
地
区
な
ど

の
山
間
部
の
交
流
エ
リ
ア
の
環
境
整
備
を
推
進

し
、移
住・定
住
を
促
進
す
る
こ
と
で
様
々
な
交
流

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
の
活
性
化
や
特
産
品
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
と
創
造
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、観
光
振
興
を
図
り
、山
間
部
の
交
流
エ
リ
ア
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

産
業
と
交
流
が
盛
ん
な
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
行
政
や
地
域
が
一
体
と
な
り
、子
ど
も
の
成
長

を
切
れ
目
な
く
支
え
る
体
制
を
整
え
ま
す
。ま

た
小
中
連
携
教
育
を
推
進
し
、キ
ャ
リ
ア
教
育
な

ど
の
時
代
を
担
う
人
材
育
成
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。「
い
つ
で
も・ど
こ
で
も・だ
れ
で
も
」学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
習
機
会
を
提
供
し
、生
涯
学

習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、図
書
館

機
能
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
推
進
、競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま

す
。ま
た
、町
内
に
は
数
多
く
の
史
跡
な
ど
の
文

化
財
を
有
し
て
お
り
、教
育
や
地
域
振
興
に
向

け
て
遺
跡・文
化
財
の
整
備
、活
用
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、歴
史
民
俗
博
物
館
の
事
業
振
興
と

機
能
強
化
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
、支
え
る
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、図
書
館
機
能
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
活
動
を
推
進
し
、生
涯
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

夢
を
も
ち
、心
豊
か
な
人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

Chapter 3

Chapter 4

Chapter 5

中央図書館

仲哀トンネル

パソコン教室

ワークショップ

直売所保育園フルーツ狩り

立地企業図書館読み聞かせ

古墳めぐりツアーアジャタ大会
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　本町
で
は
、こ
れ
ま
で
住
民
に
よ
る
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、様
々
な
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
住
民
と
行
政
と

の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、積
極
的
な
行
政
情
報

の
公
開
や
住
民
の
行
政
へ
の
参
画
機
会
を
図
り
ま

す
。ま
た
、男
女
共
同
参
画
社
会
を
築
く
た
め
、推

進
月
間
を
定
め
、啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
、多
様
化
、高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
や
、広
域
的
な
連
携
に

よ
る
事
務
効
率
化
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、財
源

の
確
保
と
財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
ま
す
。

住
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
域
力
」の
向
上
を
図
り
、住
民
と
行
政
と
の
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、効
率
的
な
行
政
経
営
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

住
民
と
行
政
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り

　
国
道
2
0
1
号
・
4
9
6
号
は
と
も
に
、み
や
こ
町
の
主

要
道
路
で
す
。2
0
1
号
の
未
だ
に
路
線
決
定
さ
れ
て
い

な
い
み
や
こ
町
区
間
と
4
9
6
号
の
未
整
備
区
間
の
計
画

的
な
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、沿
線
の
産
業
ゾ
ー
ン
形
成
や
住
宅
開
発
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
組
織
や

人
材
の
育
成
・
活
用
な
ど
を
進
め
、住
民
参
加
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

み
ん
な
で
実
践
す
る

「
住
民
協
働
」ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

み
や
こ
町
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Project 1

み
や
こ
町
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Project 2　
「
み
や
こ
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

基
づ
き
、地
域
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
や
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま

す
。ま
た
、人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
、人
の
流
れ
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、安
全
・
安
心
な
く
ら
し
を
守
り
、

地
域
と
地
域
が
連
携
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、ま
ち
・ひ
と
・
し
ご
と
創
生
と
好
循
環
を
確

立
し
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、ま
ち
の
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

住
み
た
い
と
思
え
る

「
ま
ち
」と「
ひ
と
」と「
し
ご
と
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　農業
の
活
性
化
に
向
け
て
担
い
手
の
確
保・育

成
や
農
業
生
産
基
盤
、生
産
体
制
の
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。ま
た
、勝
山
ね
ぎ・柳
瀬
ご
ぼ
う・河
内

た
け
の
こ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、特
産
品
を

活
か
し
た
魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　東九
州
自
動
車
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り

町
の
産
業
拠
点
と
し
て
価
値
が
高
ま
り
、こ
れ
ま

で
以
上
に
自
動
車
部
品
関
連
の
製
造
業
の
進
出

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
恵
ま
れ
た
自
然
や
歴
史
文
化
資
源
を
生
か
し

た
観
光
振
興
を
進
め
、伊
良
原・帆
柱
地
区
な
ど

の
山
間
部
の
交
流
エ
リ
ア
の
環
境
整
備
を
推
進

し
、移
住・定
住
を
促
進
す
る
こ
と
で
様
々
な
交
流

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
の
活
性
化
や
特
産
品
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
と
創
造
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、観
光
振
興
を
図
り
、山
間
部
の
交
流
エ
リ
ア
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

産
業
と
交
流
が
盛
ん
な
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
行
政
や
地
域
が
一
体
と
な
り
、子
ど
も
の
成
長

を
切
れ
目
な
く
支
え
る
体
制
を
整
え
ま
す
。ま

た
小
中
連
携
教
育
を
推
進
し
、キ
ャ
リ
ア
教
育
な

ど
の
時
代
を
担
う
人
材
育
成
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。「
い
つ
で
も・ど
こ
で
も・だ
れ
で
も
」学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
習
機
会
を
提
供
し
、生
涯
学

習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、図
書
館

機
能
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
推
進
、競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま

す
。ま
た
、町
内
に
は
数
多
く
の
史
跡
な
ど
の
文

化
財
を
有
し
て
お
り
、教
育
や
地
域
振
興
に
向

け
て
遺
跡・文
化
財
の
整
備
、活
用
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、歴
史
民
俗
博
物
館
の
事
業
振
興
と

機
能
強
化
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
、支
え
る
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、図
書
館
機
能
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ・文
化
芸
術
活
動
を
推
進
し
、生
涯
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

夢
を
も
ち
、心
豊
か
な
人
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

Chapter 3

Chapter 4

Chapter 5

中央図書館

仲哀トンネル
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　社
会
保
障
費
の
増
加
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
な
ど
が
社
会
的
な
問
題
と
し
て
懸
念
さ
れ
る

中
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、
必
要
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
方
分
権
へ
向
け
た
社
会
変
化
へ
の
対
応

と
し
て
、
住
民
と
行
政
が
地
域
に
つ
い
て
と
も
に
考

え
、
実
行
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
、
住
民
自
治
組

織
の
育
成
支
援
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
、

住
民
と
行
政
が
円
滑
に
連
携
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　み
や
こ
町
議
会
は
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
す
る
機

関
と
し
て
町
民
の
期
待・信
頼
に
応
え
る
べ
く

活
動
し
て
い
ま
す
。議
会
は
、年
４
回
、３
月・６

月・９
月・12
月
に
開
催
さ
れ
る
定
例
会
と
、必

要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
と
が
あ
り
、町

長
や
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
や
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願・陳
情
な
ど
を
審

議
し
ま
す
。

　ま
た
、議
会
に
は
総
務
常
任
委
員
会
、産
業

建
設
常
任
委
員
会
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会

の
３
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の

ほ
か
に
、伊
良
原
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
や
基

地
対
策
特
別
委
員
会
な
ど
の
特
別
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。

　平
成
29
年
12
月
の
定
例
会
か
ら
本
会
議
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
映
像
配
信
で
一
般
に
公
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
誰
に
で
も
自
由
に
視
聴

し
て
、町
議
会
活
動
や
町
政
の
方
針
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　議
場
は
勝
山
本
庁
舎
３
階
に
あ
り
、町
役
場

内
の
テ
レ
ビ
で
も
議
会
の
様
子
を
放
映
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、広
報
紙『
み
や
こ
町
議
会
だ
よ
り
』

は
、平
成
18
年
５
月
の
創
刊
以
来
、毎
年
４
回

発
行
さ
れ
、議
会
に
お
け
る
審
議
内
容
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

みやっこ君
みやこ町に伝承されている神楽
の衣装を身にまとい、頭には福
岡県の有形文化財に指定され
ている国分寺三重塔をモチーフ
にした帽子を被っています。老
若男女に広く親しんでいただけ
るよう、ゆるキャラ風のデザインと
なっています。

みやこ姫
みやこ姫はイラストレータの「し
いたけ」さんがみやこ町のしょう
ぶの花をイメージして作ったみや
こ町のキャラクターです。

町の花　さくら
桜の名所である仲哀公園・犀川公園（本庄
池）・八景山自然公園の桜並木や、山桜の
「千女房桜」をはじめとして、町内各所に桜が
植えられており、春になると美しい花がわたし
たちの目を楽しませてくれます。

町の鳥　うぐいす
うぐいすは「春告鳥」とも呼ばれ、「ホーホケ
キョ」と大きく澄んだ鳴き声は人々の心を和ま
せ、清 し々い気持ちにさせてくれます。みやこ
町の野山にも多く生息し、公園や庭先でも鳴
き声がよく聞かれます。

町の木　もみじ
葉の移り変わりによる彩りに四季を感じさせる
「もみじ」は、豊かな自然に恵まれたみやこ町
のいたる所で見られます。初夏は新緑、秋は
紅葉と色のコントラストがとてもすばらしく、自
然美を代表するものです。

　みやこ町は新町施行から13年目となり、新たなスタートとして「第
２次みやこ町総合計画」を策定し「わたしたちが未来を創り人と自然
が輝きつづけるみやこ町」の実現に向けて全力で取り組んでいます。
しかし、町は着実に発展を遂げる一方、少子高齢化や人口減少など、
多くの課題が山積しています。
　このような中にあっても、町民の声に耳を傾け、町民とともにス
ピード感を持って町政運営に努めているところです。
　みやこ豊津インターチェンジ開設や県営伊良原ダムの完成など、
みやこ町の持つ資源を活かしながら、地域活性化及び交流人口の促
進を図るとともに、魅力ある施策を展開してまいります。
　皆様には、この要覧を通じて、本町への理解と関心を深めていた
だくとともに、実際に本町にお越しいただき、美しい大自然と香り高
い文化・歴史などの魅力に触れていただければ幸いです。
　　

行政と議会

「住み良い
　みやこ町」

これからも

を目指して

町
民
憲
章

地
方
の
時
代
に
、町
民
と
と
も
に
つ
く
る
み
や
こ
町
。

町
民
に
開
か
れ
た
行
政
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
に
届
け
、み
や
こ
町
の

未
来
を一緒
に
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

行政

議会

ごあいさつ
みやこ町長　井上　幸春

み
や
こ
町
は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
伝
統
あ
る
歴
史
・
文
化
を
も
つ
町
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
み
や
こ
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
も
ち
、

心
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、

　自
然
を
愛
し
、
清
い
流
れ
と
緑
豊
か
な
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　郷
土
の
歴
史
や
伝
統
に
学
び
、
文
化
を
守
り
育
て
る
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
産
業
を
伸
ば
し
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　き
ま
り
を
守
り
、
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す
。
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　社
会
保
障
費
の
増
加
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
な
ど
が
社
会
的
な
問
題
と
し
て
懸
念
さ
れ
る

中
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、
必
要
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
方
分
権
へ
向
け
た
社
会
変
化
へ
の
対
応

と
し
て
、
住
民
と
行
政
が
地
域
に
つ
い
て
と
も
に
考

え
、
実
行
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
、
住
民
自
治
組

織
の
育
成
支
援
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
、

住
民
と
行
政
が
円
滑
に
連
携
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
盤
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　み
や
こ
町
議
会
は
、よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
す
る
機

関
と
し
て
町
民
の
期
待・信
頼
に
応
え
る
べ
く

活
動
し
て
い
ま
す
。議
会
は
、年
４
回
、３
月・６

月・９
月・12
月
に
開
催
さ
れ
る
定
例
会
と
、必

要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
と
が
あ
り
、町

長
や
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
や
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願・陳
情
な
ど
を
審

議
し
ま
す
。

　ま
た
、議
会
に
は
総
務
常
任
委
員
会
、産
業

建
設
常
任
委
員
会
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会

の
３
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の

ほ
か
に
、伊
良
原
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
や
基

地
対
策
特
別
委
員
会
な
ど
の
特
別
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。

　平
成
29
年
12
月
の
定
例
会
か
ら
本
会
議
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
映
像
配
信
で
一
般
に
公
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
誰
に
で
も
自
由
に
視
聴

し
て
、町
議
会
活
動
や
町
政
の
方
針
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　議
場
は
勝
山
本
庁
舎
３
階
に
あ
り
、町
役
場

内
の
テ
レ
ビ
で
も
議
会
の
様
子
を
放
映
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、広
報
紙『
み
や
こ
町
議
会
だ
よ
り
』

は
、平
成
18
年
５
月
の
創
刊
以
来
、毎
年
４
回

発
行
さ
れ
、議
会
に
お
け
る
審
議
内
容
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

みやっこ君
みやこ町に伝承されている神楽
の衣装を身にまとい、頭には福
岡県の有形文化財に指定され
ている国分寺三重塔をモチーフ
にした帽子を被っています。老
若男女に広く親しんでいただけ
るよう、ゆるキャラ風のデザインと
なっています。

みやこ姫
みやこ姫はイラストレータの「し
いたけ」さんがみやこ町のしょう
ぶの花をイメージして作ったみや
こ町のキャラクターです。

町の花　さくら
桜の名所である仲哀公園・犀川公園（本庄
池）・八景山自然公園の桜並木や、山桜の
「千女房桜」をはじめとして、町内各所に桜が
植えられており、春になると美しい花がわたし
たちの目を楽しませてくれます。

町の鳥　うぐいす
うぐいすは「春告鳥」とも呼ばれ、「ホーホケ
キョ」と大きく澄んだ鳴き声は人々の心を和ま
せ、清 し々い気持ちにさせてくれます。みやこ
町の野山にも多く生息し、公園や庭先でも鳴
き声がよく聞かれます。

町の木　もみじ
葉の移り変わりによる彩りに四季を感じさせる
「もみじ」は、豊かな自然に恵まれたみやこ町
のいたる所で見られます。初夏は新緑、秋は
紅葉と色のコントラストがとてもすばらしく、自
然美を代表するものです。

　みやこ町は新町施行から13年目となり、新たなスタートとして「第
２次みやこ町総合計画」を策定し「わたしたちが未来を創り人と自然
が輝きつづけるみやこ町」の実現に向けて全力で取り組んでいます。
しかし、町は着実に発展を遂げる一方、少子高齢化や人口減少など、
多くの課題が山積しています。
　このような中にあっても、町民の声に耳を傾け、町民とともにス
ピード感を持って町政運営に努めているところです。
　みやこ豊津インターチェンジ開設や県営伊良原ダムの完成など、
みやこ町の持つ資源を活かしながら、地域活性化及び交流人口の促
進を図るとともに、魅力ある施策を展開してまいります。
　皆様には、この要覧を通じて、本町への理解と関心を深めていた
だくとともに、実際に本町にお越しいただき、美しい大自然と香り高
い文化・歴史などの魅力に触れていただければ幸いです。
　　

行政と議会

「住み良い
　みやこ町」

これからも

を目指して

町
民
憲
章

地
方
の
時
代
に
、町
民
と
と
も
に
つ
く
る
み
や
こ
町
。

町
民
に
開
か
れ
た
行
政
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
に
届
け
、み
や
こ
町
の

未
来
を一緒
に
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

行政

議会

ごあいさつ
みやこ町長　井上　幸春

み
や
こ
町
は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
伝
統
あ
る
歴
史
・
文
化
を
も
つ
町
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
み
や
こ
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
も
ち
、

心
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、

　自
然
を
愛
し
、
清
い
流
れ
と
緑
豊
か
な
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　郷
土
の
歴
史
や
伝
統
に
学
び
、
文
化
を
守
り
育
て
る
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
産
業
を
伸
ば
し
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、

　き
ま
り
を
守
り
、
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す
。
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